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材料費や人件費、外注費などの原価費用を計算・管理し、
「不足や無駄がないか」など検討して、【コスト改善】を行うこと

■コストを把握し、ムダをなくして利益を確保する

■黒字と赤字の境界である損益分岐点を把握できる

■グループ全体で同じ指標にて評価/管理できる

工事原価管理とは

・【受注時～完了時】 粗利率の見える化

・上記に対する『評価・改善・対策』の実施

『やさしい建設業簿記と経理実務』 日本法令社



2/原価管理項目とは

受注金額（工事価格）

発注額

利
益

外注費 一
般
管
理
費

経費労務費資機材費

材工請負

手間請負

材料費・運搬費

滅失・損料費

常用労務費 現場管理費

その他経費

粗利

実行予算 粗利

利
益
改
善

受注金額 :2,000万円

実行予算 :1,500万円 粗利:500万円

発注額 :1,200万円 粗利:800万円 （※粗利500万円+利益改善300万円）

（※外注費600万円+資機材費500万円+経費100万円）



原価管理の流れ①

完了着工中着工前受注前

実績値請求処理原価管理
手配発注処理現場情報

検収処理注文書発行

受注
発注処理

日時処理
月次処理

完了

原価管理
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原価管理の流れ②

完了
着工中

着工前受注時
●月●月

請求
2,000万円

請求
800万円

請求
1,200万円2,000万円2,000万円受注金額

---1,500万円1,500万円実行予算

検収
1,200万円

検収
500万円

検収
700万円1,200万円-発注額

受注
発注処理

月次処理

完了

原価管理
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原価管理のポイント 5/

■受注金額・利益計画・実行予算を明確にすることで、後の原価管理の基準となる

■ 「利益は受注時に決まる」と意識を持つことが重要

■速やかに顧客から注文書を回収する

①
受
注
時

■見積書の実行予算に合わせて、最適な対象会社への発注計画を作成する

■発注前に実行予算と照らし合わせて金額を精査する

■発注会社に対し、注文書を発行する

②
発
注
時

■作業出来高に合わせて顧客請求額を決定し、発注会社へ同じ出来高を伝える

■発注当初より発注費用が上がっていないか随時確認

■ 「日報＝原価の源泉」として正確に記録し、適材配置を行う

③
着
工
中



LAPRI原価管理の構成図1

現
場
情
報

●
●
新
築
工
事

契
約
管
理

契約情報 原価管理

原価管理手配

売上請求

発注処理 外注請負検収

資機材・経費検収

常用労務検収

…
…

契
約
管
理

契約情報 原価管理

原価管理手配

売上請求

発注処理 外注請負検収

資機材・経費検収

常用労務検収

日報

日報
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足場工事

土工事



LAPRI原価管理の構成図2

契約情報

現場情報

原価管理

現LAPRI画面 7/



LAPRI原価管理の構成図3
原価管理

現LAPRI画面 8/

予算
発注

請求検収
外注費 材料費

経費
労務費
外注費



進行基準額計上1

原価管理 売上請求

発注処理 外注請負検収

資機材・経費検収

常用労務検収

月別出来高・％

月別出来高・％

月別出来高・％

月別出来高・％

出来高差異・％

進行基準額

※収益認識会計基準※
●売上に関して「どのように認識し、財務諸表上にどのように反映するのか」を定める基準
●顧客との取引において、売り手側が提供すべき義務を果たしたときに初めて収益を認識する
●従来の「いくら稼いだか」から「将来どのくらい稼げるか」を重視する収益の考え方

■収益認識会計基準（※）により、

正確な【進行基準額】の計上が必要

※予算管理が重要

※予算管理が重要
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工事進捗度 40％進行基準額計上2

売上請求

外注請負検収

資機材・経費検収

常用労務検収

月別出来高・％

月別出来高・％

月別出来高・％

月別出来高・％

出来高差異・％

進行基準額

350万円 35％

320万円 40％

5％30万円

1,000万円×5％
50万円

●●●●年4月
出来高

1,000万円

800万円

粗利率20％

売上(4月+進行基準額) 350万円+50万円＝400万円

検収(4月) 320万円
粗利率20％
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進行基準額計上3 現LAPRI画面

売上請求 累計額

検収額 累計額

進行基準額
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13

収益計上方法

契約の有無 契約 有

③契約 無

①金額確定

②金額未定

進行基準

原価回収基準

進行基準なし

①契約 有 金額確定 ⇨ 注文書 ・発注依頼書 …本工事、追加工事

②契約 有 金額未確定 ⇨ 常用日報・発注依頼書 …常用工事、資材延⾧リース、追加工事

③契約 無 ⇨ …材料不能・修理・滅失

■契約書面（注文書・常用日報・発注依頼書）がない場合は、

全て【③契約 無】 となる

※契約書面なし

※例:追加 500万円、土量が増えた 等

※契約書面あり ※例:本体1,500万円

※例:材料滅失20万円
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発注依頼書

【書面】にて現地でサインしてもらう場合

13/

【メール】にて顧客に返信してもらう場合

顧客から注文書をもらえていないが、費用発生している場合、下記どちらかの方法にてサイン・返信をもらう

引用返信押印ORサイン



契約の分け方

■「①金額確定」 …顧客から注文書を確実に頂く

■「②金額未確定」…請負金額が確定した場合、「①金額確定」へ移す
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LAPRI
実行予算

LAPRI
受注額処理工事種別

実行予算
入力

請負金額
入力

顧客へ【注文書】発行依頼する
または【発注依頼書】依頼する顧客との【請負金額】が確定

①契約 有
金額確定 ー顧客から【注文書】を受け取ってい

る

実行予算
入力

請負金額
入力

顧客へ【注文書】発行依頼する
または【発注依頼書】依頼する

追加工事に対し、顧客との
【請負金額】が未確定

②契約 有
金額未確定

0円入力0円入力

日報を顧客へ提出する顧客から【常用工事】を指示され
ている

原価発生時点で契約を分ける資材の【延⾧リース】が発生してい
る

0円入力0円入力顧客へ請求する資材の【不能・修理・滅失】が発
生している③契約 無

現LAPRI画面

※契約登録より
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契約種別 進行基準額

収益計上
進行基準額

工事種別
0円に修正数値修正自動数値

進行基準
●本工事①契約 有

金額確定 ●追加工事

原価回収
基準

●支払いのみ
常用工事

資材リース

追加工事

②契約 有
金額未確定 ●請求のみ

●▲支払い＋請求

進行基準なし
●支払いのみ資材不能

資材修理
資材滅失

③契約 無
●支払い＋請求

■月次請求と同時に進行基準額の確認・変更を行う
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常用工事 進行基準額1 現LAPRI画面

常用工事 ①支払いのみ 原価回収基準
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常用工事 進行基準額2 現LAPRI画面

常用工事 ③支払い+請求 原価回収基準
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進行基準額管理1

■月次請求作業完了後に担当者が各契約の数値を再確認

対応策原因事象

発注処理を行い、正しい発注総額とする①実行予算に対し、発注が少なく、
発注された項目の進捗にて計上

数値が大幅にプラスになっている

自動計算
数値

売上請求を確認し、請求する②売上請求忘れ

現場出来高を確認。先払いはNG③原価のみ先行している

原価と外注請求書を確認する①原価支払い忘れ

数値が大幅にマイナスになっている 原価の振分けを行う②原価が他契約にて計上

正しい発注処理を行う③発注処理忘れ

原価回収基準に従い、処理を行う原価回収基準の処理忘れ【②金額未確定】での計上

完了処理を行う完了処理忘れ契約完了の計上

月次請求時に確認し、修正する月次請求時の確認忘れ前月修正数値のまま修正
数値 原価回収基準に従い、処理を行う【②金額未確定】での判断ミス【②金額未確定】での判断ミス
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進行基準額管理2 現LAPRI画面

自動計算数値 数値が大幅にプラスになっている

②売上請求忘れ

③原価のみ先行

①発注処理少ない
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進行基準額管理3 現LAPRI画面

自動計算数値 数値が大幅にマイナスになっている

②原価他契約にて計上

③発注処理忘れ

①支払い忘れ
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進行基準額管理4 現LAPRI画面

受注額 発注額 粗利

進行基準額
●進行基準額の修正を
１回以上行った場合、
青字表記となる

現場管理 ⇒ 累計実績管理
※現時点での収支状況を確認することができる

●現時点の粗利を
確認
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売上請求・外注検収管理1

■完了処理を行わないと進行基準額が計上されたままになるため、

適宜判断して処理する

対応策事象出来高

契約完了とする①外注検収100%

100%
売上請求

検収確認し、完了であれば契約完了とする②外注検収100%未満

原価の振分けを実施し、契約完了とする③原価0

契約完了とする①売上請求100%

100％超え
外注検収

実行予算・発注額の変更 ※担当者にて変更NG②原価が掛かりすぎている

正しい発注処理の実施③発注処理の不足

正しい契約工事の振分けの実施④契約工事の振分け不足

22/



売上請求・外注検収管理2 現LAPRI画面

売上請求 100％ の場合

②外注検収100%未満

③原価0

①外注検収100% ①契約完了とする

②検収確認する

③原価振分けする
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売上請求・外注検収管理3 現LAPRI画面

外注請求 100％超え

②原価が掛かりすぎ／④契約工事振分け不足

③発注処理の不足

①売上請求100％ ①契約完了とする

②予算の変更／④契約振分け

③正しい発注処理
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月次業務フロー 【目標値】

経理課事業本部課⾧・部⾧営業担当請求課担当資材管理部日数目安

3営業日請求書確定

5営業日LAPRI
入力完了

5～7
営業日

部署別
LAPRI確認

7～9
営業日

月次売上
会議

10営業日LAPRI
確定

12営業日月次決算
完了

請求入力
確認

請求書
受領

確認・進行基準額修正

案件別報告 確認

SMILE
取込

月次決算
完了

資材入力

事業部

■営業担当・課⾧・部⾧にて、LAPRI確認・修正を実施したうえで、

案件別報告を行う
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以上となります。
おつかれさまでした。

さいごに


